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△ 年末調整の注意点

Q :そろそろ年末調整の処理にとりかかる
うと思うのですが、昨年と比べて変わった点

などがあれば教えてください。

A:最高税率の引下げや定率減税の実施、

年少扶養親族や特定扶養親族の扶養控除額の

引上げなどに注意してください。

【解説】

平成11年度の税制改正等では、所得税に

ついて次のような改正が行われています。

(I)最高税率の引下げ･･平成II年以後最高

税率を50％から37％に引下げ

(2)定率減税･･年税額の20％相当額（25

万円を限度）を控除

(3)所得控除等の引上げ

①年少扶養親族（16歳未満の扶養親族）

の控除額を38万円から48万円に引上げ

②特定扶養親族（16歳以上23歳未満の

扶養親族）の控除額を58万円から63万

円に引上げ

(4)住宅借入金等特別控除制度･･平成11年

又は12年中に居住の用に供した場合、控

除期間を15年間とするなど内容が大幅に

拡充されています。ただし、改正後の制度

が給与の支払者のもとで適用されるのは、

平成12年分の年末調整からです

(5)その他･･住宅取得資金の低利融資等に係

る経済的利益等の非課税制度の改正、宿日

直料の非課税限度額の引上げ、給与所得の

源泉徴収税額表の改訂等も行われています


